
　

今
年
に
入
り
、
円
安
・
株
高
に
よ
る

資
産
効
果
や
消
費
者
マ
イ
ン
ド
の
改
善
、

消
費
税
の
駆
け
込
み
需
要
の
動
き
も
あ

り
、
個
人
消
費
に
は
持
ち
直
し
の
動
き

が
で
て
い
る
。
し
か
し
、
足
元
で
は
人

口
の
減
少
や
高
齢
化
な
ど
人
口
構
造
の

変
化
が
加
速
し
て
お
り
、
長
期
的
に
個

人
消
費
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
だ
ろ
う
。
先
ご
ろ
公
表
さ
れ
た

総
務
省
の
推
計
人
口
に
よ
る
と
、
２
０

１
２
年
10
月
の
日
本
の
総
人
口
は
前
年

比
28
万
人
減
と
減
少
幅
は
過
去
最
大
を

記
録
、
65
歳
以
上
の
老
年
人
口
は
初
め

て
３
千
万
人
を
超
え
た
。
さ
ら
に
、
こ

れ
か
ら
団
塊
の
世
代
が
65
歳
に
達
し
退

職
期
を
迎
え
る
こ
と
か
ら
、
変
化
が
加

速
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
て
い
る
。

　

年
齢
や
世
帯
構
成
に
よ
り
「
ど
こ
で
」、

「
何
を
」
買
う
か
消
費
者
の
行
動
に
は

違
い
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
か
ら
の

人
口
構
造
の
変
化
に
よ
り
消
費
構
造
は

ど
の
よ
う
に
変
化
す
る
の
か
少
し
考
え

て
み
よ
う
。

人
口
構
造
の
四
つ
の
変
化

　

国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所

か
ら
「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」

（
２
０
１
３
年
３
月
推
計
）
と
「
日
本

の
世
帯
数
の
将
来
推
計
」（
２
０
１
３

年
１
月
推
計
）
が
公
表
さ
れ
た
。
こ
の

推
計
に
よ
る
と
、
人
口
構
造
を
め
ぐ
っ

て
四
つ
の
変
化
が
加
速
す
る
。
一
つ
目

が
人
口
の
減
少
、
二
つ
目
が
高
齢
化
、

三
つ
目
が
単
身
世
帯
の
増
加
、
そ
し
て

四
つ
目
が
人
口
の
都
市
へ
の
移
動
と
都

心
回
帰
で
あ
る
。

【
日
本
は
人
口
減
少
時
代
へ
】

　

ま
ず
、総
人
口
の
推
計
か
ら
み
る
と
、

２
０
１
０
年
の
国
勢
調
査
に
よ
る
人
口

１
億
２
８
０
６
万
人
か
ら
、
20
年
ま
で

の
10
年
間
で
３
９
５
万
人
減
少
、
次
の

20
年
か
ら
30
年
の
10
年
間
で
は
７
４
８

万
人
減
、
30
年
か
ら
40
年
の
10
年
間
で

９
３
４
万
人
減
、
40
年
か
ら
50
年
で
は

１
０
２
０
万
人
減
と
次
第
に
減
少
の
ス

ピ
ー
ド
が
加
速
し
、
２
０
４
８
年
に
は

日
本
の
総
人
口
は
１
億
人
を
割
り
込
み

９
９
１
３
万
人
と
な
る
。

【
足
も
と
で
は
高
齢
化
が
加
速
】

　

一
方
、
高
齢
化
は
２
０
１
０
年
か
ら

２
０
２
０
年
に
か
け
て
加
速
す
る
が
そ

の
後
の
テ
ン
ポ
は
緩
や
か
に
な
る
。
年

齢
別
の
人
口
の
推
計
を
み
る
と
、
２

０
１
０
年
か
ら
20
年
の
間
に
年
少
人
口

（
〜
14
歳
）
は
２
２
７
万
人
減
少
、
生

産
年
齢
人
口
（
15
歳
〜
64
歳
）
も
８
３

２
万
人
減
少
す
る
一
方
、
老
年
人
口

（
65
歳
〜
）
は
６
６
４
万
人
増
加
し
、

人
口
の
３
割
近
く
を
占
め
る
よ
う
に
な

る
。人
口
の
老
齢
化
が
加
速
す
る
の
は
、

戦
後
の
ベ
ビ
ー
ブ
ー
ム
期
に
生
ま
れ
た

団
塊
の
世
代
が
老
年
人
口
に
入
っ
て
い

く
た
め
で
あ
る
。

大阪梅田で商業施設の開業、増床が相次いだ。商圏
人口の伸び悩みを受けて、商業施設も郊外型から
大都市･都心部･ターミナル化の動きを強めている

人口構造の4つの変化と
多極化する消費
　先ごろ発表された国立社会保障･人口問題研究所の将来推計人口によると、
これから急速に日本の人口構造が変化する。
　年齢や世帯構成により、「どこで」、「何を」買うか消費者の行動には違いがあり、
これまでも人口構造の変化により商業の業態も変化してきた。
　そこで、人口構造の変化により消費者の行動や商業の業態はどう変化するのか、
少し考えてみよう。



【
高
齢
者
の
単
独
世
帯
が
増
加
】

　

世
帯
数
に
つ
い
て
も
、
２
０
１
９
年

の
５
３
０
７
万
世
帯
を
ピ
ー
ク
と
し
て

20
年
か
ら
減
少
に
転
ず
る
が
、「
単
独
」

世
帯
に
つ
い
て
は
増
加
傾
向
が
続
き
、

２
０
３
０
年
に
は
全
世
帯
の
36
・
５
％

を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。
一
方
で
、
１

９
９
０
年
に
は
世
帯
の
37
・
３
％
を
占

め
て
い
た
「
夫
婦
と
子
」
世
帯
は
24
・

１
％
へ
、
祖
父
母
や
孫
が
い
る
「
そ
の

他
」
世
帯
は
17
・
４
％
か
ら
７
・
３
％

へ
減
少
、
子
供
の
い
る
家
族
の
姿
は
世

帯
の
３
分
の
１
程
度
に
な
っ
て
し
ま
う
。

　

ま
た
、
現
在
の
若
年
層
中
心
の
「
単

独
」
世
帯
の
姿
も
変
化
す
る
。
２
０
１

０
年
と
比
較
す
る
と
、
若
年
層
（
15
〜

34
歳
）
の
「
単
独
」
世
帯
は
１
１
０
万

世
帯
減
少
す
る
一
方
、
高
齢
者
層
（
65

歳
〜
）
は
２
３
１
万
世
帯
増
加
し
、「
単

独
」
世
帯
の
う
ち
高
齢
者
の
世
帯
が
４

割
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
。

【
人
口
の
都
市
へ
の
移
動
と
都
心
回
帰
】

　

日
本
の
総
人
口
が
減
少
す
る
な
か
で
、

地
域
別
に
み
る
と
そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
か

な
り
強
弱
が
あ
る
。
こ
れ
は
、
農
村
地

域
か
ら
都
市
へ
の
移
動
と
都
市
内
部
で

の
都
心
へ
の
動
き
が
あ
る
た
め
で
あ
る
。

「
日
本
の
地
域
別
将
来
推
計
人
口
」
で

は
、
２
０
０
５
年
〜
10
年
の
人
口
移
動

の
傾
向
が
継
続
す
る
も
の
と
し
て
推
計

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
る
と
、
京

都
府
の
２
０
４
０
年
の
人
口
は
２
０
１

０
年
比
で
15
・
６
％
減
、
そ
の
な
か
で

人
口
が
半
減
す
る
地
域
も
あ
る
が
、
京

都
市
の
下
京
区

で
は
人
口
の
流

入
に
よ
り
２
・

５
％
増
加
す
る

推
計
と
な
っ
て

い
る
。
人
口
の

流
入
が
多
い
の

が
京
都
市
の
中

心
３
区
で
、
下

京
区
で
は
２
０

１
０
年
の
人
口

に
対
し
て
21
・

８
％
、
上
京
区

は
12
・
３
％
、

中
京
区
は
11
・

６
％
の
人
口
が
移
動
に
よ
り
増
加
す
る

推
計
と
な
っ
て
い
る
（
表
）。
人
口
の

移
動
は
社
会
情
勢
や
地
域
ご
と
に
さ
ま

ざ
ま
な
要
因
が
あ
り
正
確
に
予
測
す
る

こ
と
は
難
し
い
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も

地
域
間
の
人
口
の
移
動
が
地
域
の
将
来

人
口
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は

間
違
い
な
い
だ
ろ
う
。

増
え
る
消
費
と
減
る
消
費

　

で
は
、
こ
う
し
た
人
口
構
造
の
変
化

に
よ
り
消
費
支
出
は
ど
う
変
わ
る
の
か
。

ま
ず
、
総
務
省
の
「
家
計
調
査
」（
２
０

１
２
年
）
に
よ
り
年
齢
や
家
族
構
成
に

よ
る
支
出
の
特
徴
を
み
て
み
よ
う
。「
二

人
以
上
の
世
帯
」
の
消
費
支
出
を
世
帯

主
の
年
齢
別
に
み
る
と
、
支
出
が
最
も

増
え
る
の
は
世
帯
主
が
「
50
〜
59
歳
」

の
世
帯
で
１
カ
月
に
34
万
１
千
円
、
そ

の
後
は
「
60
〜
69
歳
」
で
28
万
２
千
円
、

「
70
歳
〜
」
で
は
23
万
８
千
円
と
世
帯

主
が
高
齢
化
す
る
に
従
い
減
少
す
る
。

【
高
齢
化
に
よ
り
自
動
車
・
衣
料
は
半
減
】

　

高
齢
化
に
よ
り
減
少
す
る
主
な
費
目

は
「
教
育
費
」、「
交
通
・
通
信
費
」、「
被

服
及
び
履
物
」
で
あ
る
。「
交
通
・
通

信
費
」
で
は
、
自
動
車
購
入
や
維
持
費

な
ど
の
「
自
動
車
等
関
係
費
」
が
「
50

〜
59
歳
」
の
２
万
９
千
円
か
ら
「
70
歳

〜
」
で
は
１
万
３
千
円
へ
、「
被
服
及

び
履
物
」
は
１
万
５
千
円
か
ら
７
千
円

へ
半
減
す
る
。

【
高
齢
者
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
は
健
康
志
向
】

　

一
方
、「
食
料
」
に
つ
い
て
は
一
人

あ
た
り
の
支
出
は
、「
50
〜
59
歳
」
の

世
帯
の
２
万
３
千
円
か
ら
「
60
〜
69

歳
」
と
「
70
歳
〜
」
の
世
帯
で
は
２
万

８
千
円
へ
増
加
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

「
魚
介
類
」
や
「
野
菜
・
海
草
」、「
果

物
」
へ
の
支
出
が
増
え
て
い
る
た
め
で

あ
る
。
ま
た
、「
教
養
娯
楽
」
の
な
か

で
も
、「
ゴ
ル
フ
プ
レ
ー
料
金
」
や
「
ス

ポ
ー
ツ
施
設
利
用
料
」
は
増
え
て
お
り
、

高
齢
者
の
健
康
志
向
が
強
い
こ
と
が
う

か
が
わ
れ
る
。

【
減
少
す
る
住
宅
取
得
世
代
】

　

ま
た
、
高
齢
化
す
る
に
従
い
「
家
賃

地
代
」
の
負
担
が
低
下
す
る
。
世
帯
主

が
「
〜
29
歳
」
の
世
帯
で
は
３
万
９
千

円
、「
30
〜
39
歳
」
で
は
２
万
３
千
円
、

「
40
〜
49
歳
」
で
は
１
万
２
千
円
と
30

代
に
入
り
急
速
に
低
下
す
る
。こ
れ
は
、

30
代
で
住
宅
の
取
得
が
進
む
た
め
で
、

持
家
率
は
「
〜
29
歳
」
の
18
・
７
％
か

ら
「
30
〜
39
歳
」
で
は
53
・
３
％
、「
40

〜
49
歳
」
で
は
76
・
３
％
へ
上
昇
す
る
。

こ
れ
か
ら
、
住
宅
取
得
期
の
人
口
が
減

少
し
高
齢
者
世
帯
が
増
加
す
る
こ
と
に

よ
り
、
取
得
か
ら
リ
フ
ォ
ー
ム
へ
住
宅

需
要
の
内
容
も
変
化
す
る
こ
と
が
予
想

さ
れ
る
だ
ろ
う
。

【
単
身
世
帯
の
増
加
が
消
費
を
下
支
え
】

　

次
に
、
単
身
者
世
帯
の
支
出
を
年
齢

ご
と
に
み
る
と
、
消
費
支
出
の
総
額
は

表　京都の2040年推計人口と封鎖人口

（注）「推計人口」は人口の移動を織り込でいるが、「封鎖人口」は出生・
死亡の要因だけで、人口の移動を含まない推計結果。「人口移動」
は「推計人口」－「封鎖人口」により算出している

出所：「日本の地域別将来推計人口（2013年3月推計）」（国立社会保
障・人口問題研究所）をもとに作成

（単位：千人、％）

京都府
京都市
北　区
上京区
左京区
中京区
東山区
下京区
南　区
右京区
伏見区
山科区
西京区
京都市以外

2,636
1,474
122
83
169
105
41
79
99
203
284
136
153
1,162

2010年

（Ａ）

2,224
1,281
103
75
149
95
29
81
88
178
240
117
127
942

2040年
推計人口
a

2,201
1,214
98
64
137
83
27
64
83
169
240
115
134
987

22
67
6
10
12
12
2
17
4
9
0
2

▲ 7
▲ 45

0.8
4.5
4.5
12.3
7.1
11.6
4.7
21.8
4.2
4.3
0.1
1.5

▲ 4.8
▲ 3.8

封鎖人口
b

人口移動

c=a-b c/A*100



15
万
８
千
円
（
〜
34
歳
）
か
ら
14
万
５

千
円
（
65
歳
〜
）
ま
で
15
万
円
前
後
で

ほ
ぼ
変
わ
ら
な
い
。
ま
た
、
二
人
以
上

の
世
帯
の
一
人
あ
た
り
支
出
額
は
７
万

５
千
円
か
ら
10
万
円
前
後
で
あ
り
支
出

額
は
単
身
世
帯
が
上
回
っ
て
い
る
。
人

口
の
減
少
と
高
齢
化
は
消
費
の
マ
イ
ナ

ス
要
因
で
あ
る
が
、
当
面
は
単
身
世
帯

の
増
加
が
個
人
消
費
を
下
支
え
し
て
く

れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

【
高
齢
化
に
ど
う
対
応
す
る
か
】

　

先
に
み
た
よ
う
に
、
家
計
の
高
齢
化

に
よ
り
消
費
支
出
は
減
少
し
て
い
る
が
、

減
少
し
て
い
る
の
は
不
要
不
急
の
「
選

択
的
消
費
」
で
、食
料
、家
賃
、光
熱
費
、

保
険
医
療
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
「
基
礎
的

消
費
」は
そ
れ
ほ
ど
変
化
し
な
い
。「
選

択
的
消
費
」
は
収
入
面
の
制
約
も
あ
る

た
め
、
家
計
調
査
に
お
い
て
も
有
業
者

の
多
い
「
50
〜
59
歳
」
の
世
帯
で
の
支

出
が
多
い
傾
向
が
出
て
い
る
（
図
１
）。

し
か
し
、「
選
択
的
消
費
」
は
「
消
費

者
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を
実

現
す
る
た
め
の
消
費
」
で
あ
る
。
も
ち

ろ
ん
高
齢
者
の
世
帯
で
は
収
入
面
の
制

約
は
あ
る
が
、
反
面
金
融
資
産
の
蓄
積

は
進
ん
で
お
り
、
高
齢
者
が
魅
力
を
感

じ
る
革
新
的
な
商
品
や
サ
ー
ビ
ス
の
開

発
が
売
り
手
側
に
求
め
ら
れ
て
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

商
業
業
態
の
進
化

　

こ
れ
ま
で
も
、
商
業
の
業
態
は

人
口
構
造
の
変
化
を
受
け
て
革
新

を
繰
り
返
し
て
き
た
。
業
態
と
は

ス
ー
パ
ー
や
コ
ン
ビ
ニ
な
ど
商
業

に
お
け
る
「
売
り
方
」
の
カ
テ
ゴ

リ
ー
で
あ
る
が
、
日
本
の
商
業
業

態
は
25
年
周
期
で
進
化
し
て
き
た

と
い
わ
れ
て
い
る
。

【
一
億
総
中
流
の
時
代
】

　

１
番
目
の
周
期
は
１
９
７
０
年

前
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
こ
の
時
代

は
、
経
済
の
高
度
成
長
に
よ
る
所

得
水
準
の
上
昇
に
よ
り
一
億
総
中

流
と
い
わ
れ
る
巨
大
な
中
間
層
が

出
現
し
た
。
ま
た
、
家
族
類
型
も
「
夫

婦
と
子
ど
も
」
を
中
核
と
し
た
世
帯
が

全
体
の
６
割
を
占
め
て
い
た
。
こ
う
し

た
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
に
向
け
て
大
量

生
産
さ
れ
た
商
品
を
効
率
的
に
販
売
す

る
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
勃
興
、
こ

の
変
化
は
「
流
通
革
命
」
と
い
わ
れ
た
。

【
消
費
の
二
極
化
】

　

し
か
し
、
バ
ブ
ル
の
崩
壊
を
経
て
日

本
経
済
が
デ
フ
レ
の
時
代
に
入
る
と
、

95
年
ご
ろ
か
ら
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で

あ
っ
た
中
間
層
の
二
極
化
が
始
ま
り
消

費
も
二
極
化
し
て
い
く
。
国
税
庁
の「
民

間
給
与
実
態
統
計
調
査
」
に
よ
る
と
、

平
均
給
与
は
97
年
の
４
６
７
万
円
を
ピ

ー
ク
と
し
て
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
る
。

こ
れ
に
は
、
パ
ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
な

ど
の
非
正
規
雇
用
の
増
加
が
少
な
か
ら

ず
影
響
し
て
い
る
。
ま
た
、
生
産
年
齢

人
口
に
つ
い
て
も
95
年
の
８
７
２
６
万

人
を
ピ
ー
ク
と
し
て
減
少
に
転
じ
た
。

ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン
で
あ
っ
た
中
間
層

が
減
少
し
二
極
化
す
る
な
か
で
、
商
業

は
商
品
の
付
加
価
値
を
訴
求
す
る
動
き

を
強
め
る
一
方
、
衣
料
や
家
電
、
家
具

な
ど
の
専
門
量
販
店
、百
円
シ
ョ
ッ
プ
、

外
食
の
チ
ェ
ー
ン
店
な
ど
価
格
訴
求
の

強
い
業
態
が
伸
長
し
て
き
た
。

【
二
極
化
か
ら
多
極
化
へ
】

　

で
は
、
こ
れ
か
ら
消
費
は
ど
こ
へ
向

か
う
の
だ
ろ
う
か
。
こ
れ
ま
で
み
た
よ

う
に
家
族
類
型
は
子
供
の
い
る
世
帯
が

さ
ら
に
減
少
し
、
若
者
の
「
単
独
」
世

帯
も
減
少
す
る
。
一方
で
高
齢
者
の
「
単

独
」
世
帯
が
増
加
し
、
消
費
市
場
は
こ

れ
ま
で
の
均
質
な
ボ
リ
ュ
ー
ム
ゾ
ー
ン

が
な
く
な
り
二
極
化
か
ら
さ
ら
に
多
極

化
へ
向
か
う
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

商
圏
の
拡
大
と
縮
小
す
る
商
圏

　

す
で
に
、
足
元
で
も
人
口
構
造
の
変

化
を
受
け
た
動
き
が
で
て
い
る
。
商
圏

の
拡
大
と
商
圏
の
縮
小
に
対
応
す
る
動

き
で
あ
る
。

【
商
圏
の
拡
大
】

　

ま
ず
、
一
つ
目
が
商
業
施
設
の
大
都

市
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
と
商
圏
の
広
域
化
の

動
き
で
あ
る
。
大
阪
の
梅
田
で
は
２
０

１
１
年
に
Ｊ
Ｒ
大
阪
三
越
伊
勢
丹
と
ル

ク
ア
が
開
業
、
12
年
に
は
阪
急
梅
田
店

が
建
て
替
え
開
業
、
今
年
の
４
月
に
は

グ
ラ
ン
フ
ロ
ン
ト
大
阪
が
開
業
す
る
一

方
、
神
戸
や
京
都
な
ど
の
店
舗
は
閉
店
、

縮
小
さ
れ
た
。
各
店
と
も
関
西
を
越
え

て
中
国
地
方
や
四
国
な
ど
か
ら
の
集
客

も
視
野
に
入
れ
て
い
る
。
こ
う
し
た
商

業
施
設
の
大
都
市
タ
ー
ミ
ナ
ル
化
は
、

人
口
減
と
高
齢
化
に
よ
る
商
圏
の
密
度

の
低
下
を
広
域
化
に
よ
り
カ
バ
ー
す
る

動
き
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
だ
ろ
う
。

【
縮
小
す
る
商
圏
】

　

一
方
、
人
口
の
都
心
回
帰
、
行
動
範

囲
の
狭
い
高
齢
者
や
仕
事
を
も
っ
た
主

婦
の
増
加
な
ど
に
よ
り
食
料
品
や
日
用

図 1　世帯主の年齢階層別消費支出と有業人員
(2人以上の世帯)

（万円） （人）

出所：「家計調査2012年」（総務省）をもとに作成
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品
の
商
圏
は
小
さ
く
な
っ
て
い
る
。

　

直
近
の
商
業
統
計
に
よ
る
と
、
京
都

府
に
お
い
て
も
、
商
圏
の
広
い
総
合
ス

ー
パ
ー
の
売
上
げ
は
２
０
０
２
年
か
ら

07
年
の
５
年
間
で
９
・
４
％
減
少
し
て

い
る
の
に
対
し
て
、
食
料
品
ス
ー
パ
ー

（
同
＋
３
・
６
％
）
や
コ
ン
ビ
ニ
（
同

＋
７
・
４
％
）、
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
（
同

＋
35
・
８
％
）
な
ど
小
規
模
な
商
圏
の

消
費
者
ニ
ー
ズ
を
丁
寧
に
拾
う
業
態
が

伸
び
て
い
る
（
図
2
）。
ま
た
、
コ
ン

ビ
ニ
で
の
酒
・
生
鮮
食
品
の
取
り
扱
い

や
ド
ラ
ッ
グ
ス
ト
ア
で
の
食
品
の
展
開

な
ど
業
態
を
超
え
て
品
ぞ
ろ
え
の
幅
が

広
が
り
を
み
せ
て
い
る
。

　

一
方
、
総
合
ス
ー
パ
ー
が
力
を
入
れ

て
い
る
の
が
ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
で
あ
る
。

ネ
ッ
ト
ス
ー
パ
ー
と
は
、
ス
ー
パ
ー
マ

ー
ケ
ッ
ト
に
置
か
れ
て
い
る
商
品
を
消

費
者
が
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
通
じ
て
購

入
し
、
ス
ー
パ
ー
が
商
品
を
宅
配
す
る

サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。
こ
れ
ま
で
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
通
販
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ

ッ
ト
で
商
品
の
特
徴
や
人
気
、
値
段
を

調
べ
て
注
文
す
る
も

の
で
あ
っ
た
が
、
ネ

ッ
ト
ス
ー
パ
ー
は
実

際
に
最
寄
り
の
ス
ー

パ
ー
で
販
売
し
て
い

る
食
料
品
や
日
用
品

を
そ
の
日
の
う
ち
に

届
け
て
く
れ
る
。
こ

の
た
め
、
買
物
に
不

便
を
感
じ
て
い
る
消

費
者
も
ス
ー
パ
ー
で

買
物
を
す
る
の
と
同

じ
感
覚
で
買
物
を
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ま
た
、
商
圏
を
絞

り
込
ん
で
深
掘
り
す

る
動
き
も
あ
る
。
東

京
都
町
田
市
の
「
で

ん
か
の
ヤ
マ
グ
チ
」

は
さ
ほ
ど
大
き
く
な

い
家
電
販
売
店
で
あ
る
が
、
高
く
て
も

売
れ
る
店
で
15
期
連
続
の
黒
字
が
続
い

て
い
る
。
ヤ
マ
グ
チ
の
社
長
が
中
国
の

大
手
家
電
メ
ー
カ
ー
「
ハ
イ
ア
ー
ル
」

に
講
演
の
た
め
招
か
れ
た
こ
と
で
も
知

ら
れ
て
い
る
。

　

高
く
て
も
売
れ
る
の
は
、
電
球
の
取

り
換
え
だ
け
で
も
顧
客
が
困
れ
ば
飛
ん

で
い
く
「
御
用
聞
き
」
の
営
業
を
行
い

高
齢
者
に
支
持
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ

る
。「
な
に
か
あ
っ
た
ら
、
ヤ
マ
グ
チ

に
頼
み
な
さ
い
」
と
言
い
残
し
て
亡
く

な
っ
た
顧
客
も
い
る
と
い
う
。
顧
客
の

支
持
を
集
め
て
い
る
の
は
「
す
ぐ
飛
ん

で
く
る
」
利
便
性
と
従
業
員
の
専
門
性

に
対
す
る
信
頼
感
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、

ヤ
マ
グ
チ
の
方
も
家
族
構
成
は
言
う
に

及
ば
ず
、
家
の
間
取
り
か
ら
エ
ア
コ
ン

の
有
無
ま
で
把
握
し
て
い
る
。
反
対
に
、

商
圏
は
広
く
な
い
。
遠
方
か
ら
注
文
が

あ
っ
て
も
十
分
な
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
が
で

き
な
い
た
め
で
あ
る
。

サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
は
復
活
す
る
か

　

ア
ニ
メ
の
サ
ザ
エ
さ
ん
で
は
、
三
河

屋
の
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
と
い
う
御
用
聞
き

が
登
場
す
る
。
サ
ブ
ロ
ー
さ
ん
は
お
酒

や
醤
油
の
注
文
を
聞
く
だ
け
で
な
く
、

サ
ザ
エ
さ
ん
一
家
の
家
族
構
成
も
心
得

て
い
る
し
、
ち
ょ
っ
と
し
た
サ
ザ
エ
さ

ん
の
手
助
け
も
し
て
く
れ
る
。
今
、
こ

の
よ
う
な
営
業
を
す
れ
ば
コ
ス
ト
的
に

は
成
り
立
た
な
い
だ
ろ
う
。
し
か
し
、

反
対
に
現
在
は
Ｉ
Ｔ（
情
報
通
信
技
術
）

が
あ
る
。
Ｉ
Ｔ
が
あ
れ
ば
、
冷
蔵
庫
の

中
身
や
商
品
の
買
い
時
も
わ
か
る
だ
ろ

う
。
ま
た
、
顧
客
の
健
康
状
態
に
応
じ

た
食
材
を
提
供
で
き
る
か
も
わ
か
ら
な

い
。

　

消
費
者
の
求
め
て
い
る
の
は
、
結
局

の
と
こ
ろ
利
便
性
と
専
門
性
で
あ
る
。

特
に
高
齢
者
は
こ
の
傾
向
が
強
い
だ
ろ

う
。
新
し
い
技
術
や
仕
組
み
に
よ
り
利

便
性
と
専
門
性
を
消
費
者
に
ど
う
提
供

す
る
か
。
こ
れ
が
商
業
の
課
題
に
な
っ

て
い
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

　

い
ず
れ
に
し
て
も
、
商
業
の
業
態
は

既
存
の
業
態
が
変
化
に
対
応
で
き
ず
衰

退
す
る
一
方
、
新
し
い
業
態
が
革
新
的

な
シ
ス
テ
ム
で
市
場
に
参
入
す
る
と
い

う
形
で
進
化
し
て
き
た
。
１
９
９
５
年

か
ら
25
年
目
の
２
０
２
０
年
か
ら
は
世

帯
数
も
減
少
す
る
。
ま
た
、
１
９
９
５

年
前
後
か
ら
始
ま
っ
た
２
番
目
の
周
期

で
は
97
年
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
が

価
格
訴
求
の
強
い
専
門
量
販
店
の
躍
進

を
促
し
た
と
も
い
わ
れ
て
い
る
。
人
口

構
造
が
変
化
す
る
な
か
で
、
予
想
さ
れ

る
今
回
の
消
費
税
率
の
引
き
上
げ
も
業

態
の
変
化
を
さ
ら
に
加
速
す
る
の
で
は

な
い
だ
ろ
う
か
。

（
㈱
京
都
総
合
経
済
研
究
所

調
査
部
長
　
森
　
秀
人
）

図 2　京都府の業態別年間販売額と事業所数の伸び率（2002年～07年）
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出所：「商業統計」（経済産業省）をもとに作成


